
取り付け・配線の前に（必ず、車室内に取り付けてください）

40 cm以内�

10 cm以上�

40 cm以内�

20 cm以上�

小物入れのふたなどの可動部には�
取り付けないでください。�

ディスプレイユニットからは、�
20 cm以上離してください。�

GPS、VICSなど、他のアンテナから�
は、10 cm以上離してください。�

エアバッグ動作の妨げになる場所�
には、取り付けないでください。�

ダッシュボードの中央から左右40 cm以内に取り付けてください。�
取付推奨範囲�

アンテナの取付位置について

45°�

2 cm以上�

ダッシュボード�

フロント�
ガラス�

フロント�
ピラー�

20°�

ダッシュボード�

フロントガラス�

● アンテナの上側45°よりも上の位置
（ 部）に障害物がないように取
り付けてください。
(動いているワイパーがこの位置を
通過するのは問題ありません。）

正面図

側面図

【取り付けのとき】
● フロントガラスの上にひさしやルーフにキャリングケースなどを装着している場合など、電波を遮へ
いする車両には取り付けられません。

● 電波不透過ガラス装着車両および赤外線反射ガラス装着車両では、電波が受信できない事があります。
● カップホルダーの近くなど、飲料水をこぼしやすい位置には取り付けないでください。
● 取り付ける前に、内容物に不足がないことを確認してください。（�裏面「内容物の確認」）

【配線のとき】
● DC12 V/24 V車に使用でき、-アース専用です。
● 配線・取り付け作業中は、バッテリーの-端子を必ずはずしてください。

上面図

● 上から見て、ワイパーの
拭き取り範囲内に取り付
けてください。

お願い

● 運転や視界の妨げになる場所、同乗者に危険をおよぼす場所へ取り付けないでください。
● メーカー純正のカーナビゲーションを搭載した車は、ダッシュボード内にGPSアンテナが埋め込
まれている場合があります。その時は、GPSアンテナの真上を避けて取り付けてください。
また、取り付け後もGPSの受信感度が悪化していないことを確認してください。

● 各種電子機器からなるべく離れた位置に取り付けてください。
（レーダー探知機は、特に影響を受けやすいため、アンテナから離して取り付けてください。）
●アンテナコードが露出し、切断された場合などは、ETCシステムが使えなくなります。
配線する際は、断線・傷等に気を付けてください。

アンテナを取り付ける

ダッシュボード�

5 (6) 角度調整台座�
(｢ダッシュボード側｣と�
書かれている側を下に)

2アンテナ�
(｢貼付面｣と書かれている側を下に)

9両面テープ�
 (アンテナ用)

9両面テープ�
 (アンテナ用)

裏紙を�
はがす�

: 線材固定テープ�
● コードに巻いて、�
 フロントガラスとの�
 間に押し込んでくだ�
 さい。�

;コードクランパー�

貼付面�

表 面�

裏 面�

● アンテナの表裏を逆に取り�
 付けないでください。�
 通信不能になり、開閉バー�
 が開きません。�

お願い�

アンテナをダッシュボードに取り付ける。

●仮止めをして、取り付け位置・取り付け角度を確認してください。
● 貼付前に、設置面および貼付面の汚れ（ごみ・油など）をきれいに拭き取り、湿気を乾かしてください。
● 気温が低いときは設置面をドライヤーなどで温めてください。

準 備

車両前方�

前方に�
15°～30°�

後方に  �
10°～25°�

後方に5°～前方に10°�

角度調整台座は�
必要ありません。�

5角度調整台座 (20°用)�
をお使いください。�

6角度調整台座 (40°用)�
をお使いください。�

ダッシュボードの傾きに応じて、
角度調整台座を使い分けてください。

30°�
45°�

20°�

15°�

■角度ゲージ

●切り取って
お使いください。

禁　止�

警告
エアバッグのカバー部分や
作動の妨げになる場所に、
絶対に取り付けない

車両前方�

20°�

● 許容範囲：15°～30° ● できるだけ水平に

側面図 正面図

取付角度について

● フロントガラスから10 cm
以上離してください。

10 cm 以上�

ダッシュボード�

フロント�
ガラス�

20°�

側面図

■大型車に取り付ける場合

ダッシュ�
ボード�

センターピラー�

フロント�
ガラス�

正面図

● ワイパーやセンターピラーの
陰にならない位置に取り付け
てください。

● 上記の許容範囲内で取り付けてください。
角度が許容範囲外の場合、正常に通信できず、
開閉バーが開かない場合があります。


